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ほどがや国際交流ラウンジ
（運営団体 NPO法人 保土ケ谷国際交流の会）

横浜市保土ケ谷区岩間町1-7-15　横浜市岩間市民プラザ1F
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劇団「はまなす」さんによ
る「クリスマス人形劇」の
イベントを開催しました。
ちびっこ達は、出演のお人
形たちに呼びかけたり、近
づいて見に行ったり、すっ
かり心を掴まれた様子でし
た。手遊び歌やおもちゃで
遊びながら、リラックスし
た雰囲気で交流タイムを楽
しみました。

【2024年度の会員募集と会員登録更新のお願い】
  「NPO法人 保土ケ谷国際交流の会」の会員になりませんか！
国際交流活動や外国人の方たちが住みやすい地域社会づくりに関心のある
方なら、どなたでも参加できます。皆さんのご支援が活動を支える大きな
力になります。
◆ 正会員：恒常的な活動を通じ、当ラウンジを積極的にサポートしていた
だける方、または活動の有無にかかわらず当会の趣旨に賛同して支援してくださる方。
（年会費1,000 円、総会に出席し議決権があります）
◆ 賛助会員：主に学生の方。（年会費無料、総会での議決権はありません）

◎ 2024年度への更新のお願い　～すでに会員登録をされている皆さまへ～
3月から次年度への更新ができます。来館での更新のほか、当会指定の郵便払込取扱票に
よる会費の払込みでも更新ができます（振込手数料は当会が負担します）。
詳しくはお問い合わせください。  
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猪瀬先生とお弟子さんによる「お茶会＆茶花」を開催し
ました。アジア圏6カ国の外国人が参加され、最初に茶
花を生けて、わびさびを体験してもらいました。

食の国際交流　9月

ほどがや地区センター料理室でイタリア出
身の講師による「イタリア料理」を開催し
ました。コロナ禍ではできなかった調理後
の会食も復活。食後には美味しいエスプレ
ッソにビスコッティを浸していただきなが
ら、イタリアの地理、歴史、食文化につい
てお話を聞き、イタリアの食の雰囲気を味
わいました。

保土ケ谷地域ケアプラザで英
会話講座講師のクリスティー
ナ先生を講師に、異文化理解
講座「アメリカ中西部」を開
催しました。頻発する竜巻、
住居を追われた先住民族、流
入した移民が持込んでその土
地に根付いた文化など、話は
多岐にわたり、あまり見聞き
することのない米国中西部に
ついてのお話に時が経つのを
忘れる充実した講座でした。

異文化理﻿解講座　10月

Bonjour!

「ほどがや区民まつり」に今年も参加し
ました。当日は晴天に恵まれ、会場の保
土ケ谷公園は大勢の来場者で賑わいまし
た。当ラウンジのブースは、スタンプラ
リーのスタンプ設置ポイント。横浜国立
大学の留学生2名がボランティアスタッフ
として参加し、訪れた子ども達と外国の
言葉で挨拶。子ども達に楽しく国際交流
を体験してもらいました。

ほどがや区民まつり　10月

日本文化紹介　1月外国人母親交流会
  　　ぴっころ　12月
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地域に住む日本人と外国人の交流の場です。
毎月第３土曜日の午後、お茶とお菓子をいただきながら、

ゲームやおしゃべりをして過ごします。
日本の季節の行事を紹介し、外国では同じ季節をどう

過ごすか教えてもらいます。

春の暖かい一日、みんなで遠足に行きま
す。行き先は鎌倉だったり、関内の博物
館、山手の散策、みなとみらいでカップヌ
ードル・ミュージアムにも行きました。ハ
ローギャザリング参加者のみならず、家族
や友人も誘い合って、大勢で岩間市民プラ
ザを出発します。楽しく見学した後は、み
んなで昼食をとって解散です。

遠足　４月 　お正月あそび　１月
旅行のすごろく、お祭りのすごろくなど、日
本語勉強中の外国人の皆さんに説明しながら
サイコロを振ります。かるたや福笑い、コマ
まわしや羽つきも！

ひなまつり　３月

たなばた　7月

この日はみんなで、７段飾りのお雛様をかざります。ひな
あられを食べながら、平安時代の天皇の装束をまとったお
人形を堪能してもらいます。

短冊に習ったばかりの
日本語で、願い事を書
いてかざります。

こどもの日　５月

避難所体験（防災講座）　12月

戦国武将が着た、鎧兜をかざります。
きらびやかな美しさと細かい細工に、　　
参加した外国人の皆さんもみとれます。

ラップにあんこを
乗せて、もち米　
ご飯を真ん中に、
茶巾絞りの要領で
ぼたもち作りも。

地震や台風など、災害の多い日本。被害にあって、
家に住めなくなったときの避難所について知り、自
治会の方とやさしい日本語で交流しました。
体育館の一人分の区画を、ブルーシートにテープを
貼って示しています。受けつけの仕方、飲み物食べ
物の配布も経験しました。自治会の方がわかりやす
く説明してくださいました。

夏まつり　8月

割り箸と輪ゴムで、輪
ゴム鉄砲を作って、的
あてゲーム。特に外国
人エンジニアの男性た
ちは真剣！　独自の創
意工夫で、良く飛ぶ鉄
砲に進化させます。

しています!

こん
な活動を

【2024年度外国語講座受講生募集のご案内】
当ラウンジの自主事業である外国語講座の2024年度受講生を募集いたします。スペイン語・英会話・英会話サロン・中国語・韓国語の全12
講座の開講を予定しており、ベテランネイティブスピーカーが丁寧に教えます。年33回（4月から翌年3月まで。8月は休み）対面授業とオン
ライン授業を用意しています。お申込みなど、詳しくはホームページをご覧ください。

申し込み不要！ご参加お待ちしています

第3土曜日に季節を
先取りして紹介しています

その後、お菓子を食べな
がらお点前を拝見して、
薄茶を飲みました。
皆さん積極的に参加され
楽しまれました。



「自分だけのクリスマス
カードを作ろう！」と題
して子ども対象のワーク
ショップを開催。子ども
達はクリスマスツリーが
飛び出す仕掛けに折り紙
やシールで自由に飾りつ
け。親子で楽しむ微笑ま
しい姿も見られ、楽しい
時間を過ごすことができ
ました。

チョコの
セットは
いかがで
すか？

何に
する？

「しめ飾り」ワークショップ
では講師に榮村さんをお招き
し、外国人と日本人が一緒に
参加して交流をしながら日本
のお正月飾りのしめ飾りを作
りました。それぞれ参加者の
個性が出ている仕上がりにな
り、とても素敵でした。

ギャラリーの「世界の飾り展」
では、世界中の色々な国の季節
の飾りや特別な日の飾りを写真
パネルと現物の民芸品や衣装で
展示しました。たくさんの方が
珍しい民芸品や飾り物を見てく
ださいました。

「日本語スピーチ」は、世界6カ国か
ら12名の方が参加され、故郷への思
い、日本への思いがつまった熱のこも
ったスピーチを披露しました。子ども
たち９名のアクション付きの朗読から
も元気をもらいました。最後に参加者
のいろいろな国の言葉で、会場の皆さ
んも一緒に「ありがとう」を呼応し、
ホールが一体となって拍手と共に楽し
い会を終了しました。

「世界の屋台村」では
選りすぐりの食材、お
菓子のセットを10種
類用意しました。あれ
これ迷いながら楽しそ
うにお買いあげいただ
きました。玄関前では
キッチンカーもケバブ
を販売。好評でした。

テーブルマウ
ンテンの景色
はとでもキレ
イ

漢字を学んだ
ら、街中の建物
が話かけてくれ
ます

「大人のワークショップ」
では製作前から、講師のク
リスティーナ先生がアメリ
カで調達された道具やスタ
ンプに、皆さん興味津々。
高まる期待の中カード作り
がスタート。白い紙がかわ
いいクリスマスカードに変
わっていく過程を皆さん存
分に楽しまれました。

「小物販売」では海外の国や地域を支
援する団体が出店。フィリピンの伝統
織物のバッグや小物、ペルーの民芸品
やオカリナ、シリアの石鹸、アクセサ
リー、Tシャツ、エッセンシャルオイ
ルなどを販売しました。多くの方が立
ち寄り買っていかれました。

髪飾りかわいいね
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「なりきり写真館」には25名
の外国の方が参加しました。女
性は振り袖、男性は袴と、日本
の着物を体験。参加者の出身国
は中国、スリランカ、インドネ
シア、フィリピン、など8カ
国。皆さん、大変喜んでいらっ
しゃいました。

パリに帰った
時に日本のや
さしさに気づ
きました

フェスタ初の「世界のあそび」では、
スタンプラリーで様々な遊びを体験。
中国は「麻雀牌」を使った遊び、フィ
リピンは羽を地面に落とさず飛ばす
「シパ」、ブラジルは串取りゲーム
「ペガバレッタ」、ベトナムのテニス
ボールと箸を使う「バイン ドゥア」。
ちょっと珍しいその国のお菓子などの
お土産もあり、笑顔があふれる楽しい
イベントとなりました。

「国際フェスタ」から「多文化共生フェ
スタ」へ名称を変え、「世界のあそび」
やワークショップなど参加型イベントで
は多くの皆さんに楽しんでいただけたと
思います。
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会　場：横浜市岩間市民プラザ
開催日：2023年11月19日

日本語スピーチの会場で
フェスタの主催者として
挨拶される
神部 浩 保土ケ谷区長

ラウンジの代表
清水寧延 理事長


